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みんなで考えましょう！！
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原子力発電

使用済燃料とは!!
地層処分って

何ですか？



日本の原子力発電による電力供給の歴史

日本の戦後の復興と繁栄には電力が不可欠でした。日本の商業用の原子力発電は 1966 年に開始さ

れ、2000年ごろには供給率 30％以上でした。2011年福島第一原発事故後、原子力発電は停止され、

燃料を輸入に頼る火力発電が約 70～80％と増加しています。国は自然エネルギーや原子力発電を

利用するなど地球温暖化ガスを防ぐエネルギー政策を推進しています。

原発の使用済燃料と放射性廃棄物と処分方法
原子力発電はウラン燃料の核分裂で発生するエネルギーを利用して発電します。使い終わった燃料

は使用済燃料として原子力発電所で貯蔵します。その後、使用済燃料を再処理することで、約 95％
を再び原子力発電の燃料として利用しますが、再処理の過程で約 5％が廃棄物として発生します。

それらは最終的に法律により地層処分されます。

                              

出典：原子力・エネルギー図面集 （日本原子力文化財団）

出典：電源別発受電電力量の推移（資源エネルギー庁/エネルギー白書2021）



使用済燃料の現状

現在、使用済燃料は国内 19 か所の

原子力発電所に 18,000 トンが貯蔵

されていますが、これは国内の貯蔵

容量約 24,000トンの約 75％をすで

に占めています。使用済燃料の対策

が重要な課題となっています。

使用済燃料のリサイクル

使用済燃料は青森県六ヶ所再処理工場でウランやプルトニウムは原子燃料にリサイクルされ、長寿

命の多種類の放射性物質は廃棄物として数十年貯蔵されます。

出典：2011年 9月末現在、電事連資料から

出典：電気事業連合会 原子力発電 資料



使用済燃料の地層処分

長寿命の多種類の放射性物質は高レベル放射性廃棄物として、将来世代の管理に委ねずに済むよ

う、地下深くの安定した岩盤に安全対策をして閉じ込め、人間の生活環境から隔離して地層処分す

ることにしています。300ｍ以上の深地層処分の実質的研究は幌別深地層研究センターなどで行わ

れています。

地層処分地の選定調査

「地層処分」には自治体が応募します。原子

力発電環境整備機構(NUMO）が文献調査、

概要調査、精密調査を 20年程度かけ、地下

環境特性などを把握し、安全な地層処分を

評価するために実施します。処分地が決定

後、深地層処分施設の建設が始まります。

「高レベル放射性廃棄物の地層
処分事業」の国の方針

国の方針は

・国民・地域に広く積極的に伝え、国民が自

らの問題として考えられる機会を提供す

る。

・将来世代が最良の処分方法を再選択でき

るよう、可逆性・回収可能性を担保する。

・国が地層処分の科学的有望地を提示する。

としています。

関心を持たれた方は、神奈川県放射線友の会が発行した「原子力発電 廃棄物の最終処分を考える

－知り・学び・理解しよう－」副読本や原子力発電環境整備機構（NUMO）の資料をお読みください。
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